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人
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三
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男
く
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人
ノ

こ
の
よ
う
六
轟
外
開
教
と
い
、
つ
大
き
な
趨

上
二
ー勢

を
作
っ
た
蕪
加
は
、
一
人
の
移
民
仏
教
青

ν

欝

=

ψ

三

一

^
^
^
Ⅲ
^
一
一
^
^
^
^
^
一
^
^
^
ノ
メ
リ
カ
^
ロ
^
^

に
お
け
る
開
教
は
、
北
米
大
陸
と
ハ
ワ
イ
州

に
お
け
る
沿
革
と
事
情
が
界
<
な
る
。
こ
こ
で

は
米
国
本
士
に
拠
占
卷
胃
く
「
米
国
仏
教
団
」

の
<
"
と
そ
の
歩
み
に
つ
い
て
概
要
を
讐

る
。

Ξ

ず

ノ
ノ

ノ

ノ

ず

ノ

b
,

ノ
ノ

本
頼
寺
湃
力
米
匡
で
跳
致
j
道
を
モ
式
に

開
始
し
た
の
は
、
一
八
九
九
(
明
迫
十
、
U

年
の
こ
と
で
、
す
で
に
マ
日
圷
人
永
り
の
長
い
驫

史
を
有
す
る
。

特
に
本
廟
寺
一
永
が
 
U
木
の
他
京
派
に
先

耶
け
て
開
教
し
た
こ
と
と
米
騨
取
大
の
仏

教
団
体
の
一
つ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
特

記
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
当
時
の
本
山
当
局
の
「
海
外
開
教
」

に
^
^
し
て
先
見
性
を
十
χ
え
砧
御
的
に
^

二
十

ー
ヨ
 
J
 
,
 
j

〕
,
,
、
」

解
を
尓
さ
れ
た
三
十
一
代
門
主
明
如
上

ノ

お
一
一

力

の
、
開
明
的
な
思
し
召
し
が
あ
っ
た
こ
と
は

明
記
さ
れ
ね
^
な
ら
な
い
。

命

ノ
ノ

可

<

/
y
/

ノ

年
の
信
念
に
ょ
っ
た
こ
と
は
今
で
も
語
り
つ

か
れ
て
い
る
。

平
野
仁
ご
璽
月
年
は
、
当
時
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
日
木
人
移
民
社
会
を
見
た
時

早
く
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
が
、
渡
米
し
て
く
る

多
く
の
移
民
に
、
器
叩
教
育
、
職
業
俊
溌

一
^
を
^
助
し
な
^
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
^
の
入

伝
を
強
く
耐
誘
し
て
い
る
事
態
を
安
慮
し
て

い
た
。

八
九
L
 
(
明
冶
三
卜
)
年
、
訪
H
し
て
、

,
一
、

ノ
」

本
ル
の
特
別
法
要
に
参
拝
し
た
折
た
ま
た

ま
町
外
和
教
を
し
て
い
た
西
鳧
見
了
山
田

呼
^
^
^
^
に
^
↓
^
自
、
^
刀
^
件
^
し
^
L
^

る
移
民
社
会
の
宗
教
事
情
キ
ニ
祝
明
し
た
上
、

是
非
北
米
の
地
に
仏
教
の
仏
道
を
開
始
し
て

ほ
し
い
と
狼
需
し
た
の
で
あ
っ
た
。一

た

こ
の
一
青
年
の
熱
心
な
聖
曹
応
え
、

本

山
は
そ
の
習
年
本
田
女
遂
、
、
曾
本
血
峨
の

両
師
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
派
遣
し
て
現

地
の
{
夫
情
の
魂
且
に
あ
た
ら
し
め
た
。
そ
の

憾
一
に
、
灰
田
勝
五
郎
医
師
を
中
心
と
す
る

'
十
名
余
り
の
仏
教
青
年
有
志
か
会
同
し
て

ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
「
仏
教
青
年
会
」
を
発

、
〆
ー

、
/
一

ノ
シ

ナ

ど
'

゛
 
J
'

y
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、

リ
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珍
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1
三
班
三
璽
1
多
烹
女
冬
,
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多
'
.
毛
窟
謬
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三
箆
3
雲
,
●
考
'
嘉
§
委
三
撞
宅
号
'
ザ
'
多
宅
リ
4
会
ぎ
,
多
,
ψ
4
1
4
'
'
轟
考
X
炎
嘩
芋
●
会

足
せ
し
め
た
。
一
八
九
八
(
明
治
.
ム
十
 
J

年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
青
年
会
は
連
名
し
て
、
即
刻
に
布
教

使
の
派
遣
方
を
本
山
に
陳
情
し
た
と
こ
ろ
、

本
山
の
内
部
に
は
若
干
の
反
対
派
も
あ
っ
た

が
、
大
勢
は
「
海
外
開
教
」
と
い
う
太
莪
を

推
進
す
る
た
め
開
教
使
と
し
て
薗
田
{
薫

閉
教
副
使
と
し
て
西
島
覚
了
師
を
一

師

八

、

(
明
治
三
十
三
)
年
六
月
サ
ン
フ
ラ
ン

九
九

シ
ス
コ
に
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
本
山
の
対
応
は
広
く
移
民
社
会
か
ら

^
^
さ
れ
た
。
な
^
な
ら
^
に
薗
田
師
は
文

¥
茶
(
墾
昊
学
の
前
身
)
長
の
重
責
に
在

つ
た
人
だ
け
に
、
と
か
く
「
移
民
社
会
」
と

軽
侮
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
本
山
は
も
と

よ
り
学
者
と
し
て
も
一
級
の
人
物
を
開
教
監

督
の
任
に
当
た
ら
し
め
た
本
山
の
対
応
餓
貝

明
で
あ
っ
た
。
在
米
の
仏
教
徒
を
勇
気
づ
け

た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
午
九
月
t
十

四
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
木
聖
寸
出
張
所
が

正
式
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

薗
田
師
は
知
い
在
任
中
、
日
本
人
移
民
が

在
住
す
る
各
地
を
訪
問
、
そ
の
地
に
仏
教
肖

ゾ
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三
念
ψ
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リ
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゛
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'
ψ
議
毎
葬
嘘
参
ゞ
夢
'
瀞
釜
塞

4
●
,
,
ψ

年
会
を
結
成
せ
し
め
、
そ
れ
が
後
の
「
仏
教

会
ご
創
立
の
機
縁
に
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
一
般
ア
メ
リ

力
人
に
対
す
る
伝
道
を
初
め
て
行
い
、
器
叩

伝
道
の
W
僻
も
つ
く
つ
て
い
る
。

そ
の
後
、
崟
儒
を
経
て
、
一
九
三
五

^
昭
和
卜
)
^
に
は
、
将
来
を
H
^
^
え
て
、

^
^
^
ド
^
を
目
^
と
し
^
^
^
^
^
^
^

立
さ
れ
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ム
(
現
在
の
タ
イ

り
し
ゞ

リ

国
)
国
王
よ
り
仏
舎
利
か
贈
ら
れ
、
増
山
顕

畊
総
長
と
、
後
に
最
初
の
二
世
開
教
吏
と
な

る
角
田
昇
氏
が
シ
ャ
ム
に
渡
り
、
仏
人
舌
利
を

疹
持
し
帰
米
し
た
こ
と
は
噛
記
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
教
勢
は
開
教
使
六
十
一
名
、

仏
教
今
十
六
ケ
寺
と
な
っ
て
い
る
。

,
4
f
、
、

教
活
動
力
認
め
ら
れ
た
が
心
の
如
勿
よ
今
で

も
彼
ら
の
心
の
奥
に
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
一
つ
、
ユ
タ
州
ト
パ
ス
の
収
容

所
内
で
、
市
民
権
を
持
つ
若
い
日
系
二
世
二

十
九
名
が
中
心
と
な
り
、
今
の
「
米
国
仏
教

団
」
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
四

(
昭
和
十
九
)
年
五
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

54

戦
に

九
四

こ
の
頃
よ
り
H
系
人
非
斥
が
激
し
さ
を
増

終
戦
後
、
活
動
を
再
開
し
た
教
団
の
最
初

の
事
業
の
一
つ
が
、
現
地
で
の
開
教
使
の
養

成
機
関
の
設
立
で
あ
る
。
一
九
四
八
(
昭
和

三
十
三
)
年
に
バ
ー
ク
レ
ー
に
仏
教
研
究
所

＼ノ

を
設
立
、
後
一
九
六
六
(
昭
和
四
十
じ
年

に
は
正
式
に
仏
教
大
学
院
と
し
て
活
動
を
開

始
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

(
続
く
)

(
北
米
開
教
区
開
教
総
長
梅
津
広
道
)

伴
い
、
西
海
岸
の
日
系
人
十
二
万
人
が
、

性
外
国
人
と
し
て
各
地
の
収
{
僻
に
ル
織
的

に
送
ら
れ
た
。
収
容
所
内
で
は
あ
る
程
度
仏

推
い
せ
、
.
」
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、
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